
 

つんのーで！ 
佐世保市立中里中学校 

学校だより 第２０号 

文責  校長 川 口 貴 晴 

令和７年８月９日（土）発行 

【学校教育目標】 「自ら学び、考え、行動し、自ら『生きる力』を培う生徒の育成」 
【めざす学校の姿】「生徒が通いたくなる学校」「保護者が子どもを通わせたくなる学校」 

「地域が自慢したくなる学校」「教職員が勤めたくなる学校」       
【めざす生徒の姿】「愛（合い）のある生徒」 

～支え合い、学び合い、磨き合い、高め合い、励まし合い～ 

【めざす教師の姿】「時代・社会の要請を理解し、自らの教師力・人間力を高める教師」 
【めざす授業の姿】「生徒の主体性・確かな学力・生きて働く力を育む授業」 

 

 
今日８月９日は、長崎県に住む私たちにとって、絶対

に忘れてはならない日です。 
今から８０年前の今日、アメリカ

軍によって長崎市に投下された原
子爆弾（以下、原爆と表記）によっ
て、一瞬のうちに８万人以上の多く
の尊い生命が奪われました。そし
て、８０年経過した今もなお、放射
線等による原爆後遺症に苦しむ
方々がたくさんおられます。 
実は、長崎と広島に原爆が落と

された日や時間までを知らない国
民が増えています。私たち長崎県
に暮らす人は、幼少のころから平和学習を通して、日
時はもちろんのこと、戦争や原爆投下の実相などまで
しっかりと学んできたので、他県の人以上に平和に関
する意識が高いと思います。もしかしたら「長崎市への
原爆投下の日は・・？」と自信がない人もいるかもしれ
ないので改めてお伝えします。それは『昭和２０年
（1945年)８月９日午前１１時０２分』です。ちなみに広
島市は『昭和２０年（１９４５年）８月６日午前８時１５分』
です。ぜひこの時をしっかりと胸に刻みつけ、決して忘
れることなく生き、それぞれの立場で平和な世の中を
創りあげていく担い手になって欲しいと心から願って
います。 
「生まれる前のことだから知りません」「昔のことだ

から関係ありません」ではすまされません。なぜなら、
今もなお世界のどこかで、戦争や紛争に苦しんでいる
国があります。「他国のことだから関係ないや」ではな
く、日本も現在の日本の平和が、私たちの祖先や先輩
の尊い犠牲の中で築かれてきたことをしっかりと知っ
ておいてほしいと思います。私たちは、今ある平和の
大切さやありがたさをしっかりと理解するとともにこ
の平和を維持し、後世に残していくことが私たちに課
された最大の義務であるはずです。長崎を地球上で最
後の被爆地にしなくてはならないという思いを強く持
ち続けたいものです。原爆投下から８０年たった今で
も原爆後遺症で多くの方が苦しんでおられます。 
６・２９平和集会でも学んだ通り、身近なところで大

変なことが起こっています。他人事でなく自分事とし
て、今回の平和学習で学んだことなどを通して「何か」 

 
を感じとり、ぜひ具体的な行動に移して欲しいと切に願
っています。昨年度、高校生平和大使で活動された関口
萌さんに講演していただいた時の言葉「私たちは微力だ
けど無力ではない」の精神で、本校生徒の一人一人が、
平和な世界を築く一人になってほしいと願ってやみま
せん。その第一歩として、まずは安心・安全な学級、学
校創りに皆さんの力を注いできましょう！ 
 
 

令和７年度 佐世保市立中里中学校平和宣言 
 

○戦争を繰り返さないために、平和に 

ついて考え、尊い命を大切にします。 
 

○一人ひとりの個性を理解し、互いに尊重し合うこ

とで、いじめや差別をなくします。 
 

○相手を思いやり、笑顔あふれる 

行動を心がけます。 
 

○誰に対しても平等に接し、仲間と 

協力しながら目標に向かって進みます。 
 

○当たり前に生活できることに感謝し、いのちいっ

ぱいに生きていきます。 
 

令和７年８月９日 佐世保市立中里中学校生徒一同 

 
 
 
 
 今年度の修学旅行では、３年生が福岡県にある「大刀洗
平和記念館」で平和学習を実施しました。 
第２次世界大戦中に太刀洗（地名は太刀洗）飛行場から

鹿児島県の知覧にあった特別攻撃隊（特攻隊）基地へと
多くの若人が向かっていったそうですそこには生命を賭
して出撃していった若者の両親への感謝の手紙（遺書）や
遺品の数々があり、それらを目にした生徒にとって考え
させられることの多かった平和学習でした。また、朗読ボ
ランティアの方の、特攻隊員を題材にした「ほたる」の朗
読は心にしみました。本校からは、外国の方も来館される
と聞き、英語科の授業の中で作成した「ＰＥＡＣＥ ＭＥＳＳ
ＡＧＥ」を贈呈させていただきました。本当に多くの学び
をいただいた記念館訪問でした。 

絶対に忘れてはならない８月９日 

大刀洗平和記念館を訪ねて 



 

 
県中総体と九州大会の結果をお伝えします。参加し

た全選手は、最後まであきらめずに全力で正々堂々と
競技に臨みました。猛暑の中本当にお疲れ様でした！ 

 
☆県中総体の結果☆ 

 
※九州大会出場の団体・個人には「九州」 
という文字を添付しています。 【敬称略】 
 
□水 泳 
○山添心美：女子２００ｍバタフライ 第２位（九州） 

女子１００ｍバタフライ 第５位 入賞 
 
○大平奏羽：女子１００ｍバタフライ 第１位（九州） 

女子５０ｍ自由形  第１位（九州） 
 
○川原 翔：男子２００ｍ個人メドレー 予選惜敗 

男子４００ｍ個人メドレー 予選惜敗 
 
○田中颯真：男子２００ｍ平泳ぎ 予選惜敗 

 
○石井源二：男子１００ｍ平泳ぎ 予選惜敗 

 
○４×１００ｍメドレーリレー（田中颯真・川原 翔・石井 
源二・林 昊陽） 予選惜敗 

 
□女子バレーボール ： ベスト 8  
※中里中・宮中・東明中の合同チーム 

 
○２回戦 ２－０ 松浦市立鷹島中 勝利 
○３回戦 ０－２ 南島原市立西有家中 惜敗 

 
□女子バドミントン 
◆女子団体戦： 準優勝（九州）  
○２回戦   ３－０ 西大村中 勝利 
○準々決勝 ２－１ 時津中 勝利  
○準決勝   ２－１ 三重中 勝利  
○決 勝   ０－２ Evergreen  惜敗  

 
◆女子個人戦ダブルス  
中間梓巴・浦ゆりあペア： 第３位（九州）  
○１回戦   ２―０ 川棚中 勝利    
○２回戦   ２―０ 長与中 勝利 
○準々決勝 ２―０ 北諫早中 勝利    
○決 勝   ０―２ リトルブルー 惜敗 

 
中間那月・中間彩日ペア： ベスト８  
○１回戦   ２―０ 長与第二中 勝利   
○２回戦   ２―０ 三重中 勝利 
○準々決勝 ０―２ Evergreen 惜敗 

 
□サッカー  
○１回戦 ０－１ 郡中 惜敗   

 
□硬式テニス  
◆個人戦女子シングルス 
山髙心豊： 優勝（九州大会出場） 
○１回戦   ６―０ 青雲中 勝利   
○準々決勝 ６―０ 長大附属中 勝利 
○準決勝  ６―０ 長崎 J-Star 勝利  
○決  勝  ６―０ 喜々津中 勝利 

 
□柔 道  
◆男子個人戦（90kg超級） ：梅田 律： 第３位  
○１回戦 川棚中 勝利  ○準決勝 長崎南山中 惜敗 

 
□ソフトテニス  
◆女子個人の部：佐野ことみ・冨永知花ペア  
○１回戦 ４―１ 東彼杵中 勝利 
○２回戦 １―４ 諫早中   惜敗 

 
□陸 上  
◆総 合  女子総合  第７位  

 
○３年女子８００ｍ：篠原 穂（2分 20秒 61） 第２位（九州） 

 
○共通女子１５００ｍ：篠原 穂（4分 41秒 75） 第３位  

 
○1年女子 4×１００ｍＲ：松永柚乃・松本実桜・内海智 
凪・岩﨑 苺（56秒 23） 第５位  

 
○低学年女子４×１００ｍＲ：横山瑞季・松本実桜・岩﨑 
苺・城下旺李（54秒 99） 第６位   

 
○低学年女子 80ｍＨ：城下旺李（13秒 50） 第６位  

 
○低学年男子１００ｍＨ：飯田悠太（15秒 09） 第７位  

 
○共通女子１００ｍＨ：松本果穂（17秒 35） 第８位  

 
○共通男子三段跳：山田健祐（11ｍ09cm） 第 11位  

 
○共通男子三段跳：今村 衛（10ｍ79cm） 第 14位  

 
○共通女子走高跳：松本実桜・岩﨑 苺 予選で惜敗 

 
○2年女子４×１００ｍＲ：山口真花・横山瑞季・窪田聖 
來・城下旺李（56秒 84）予選 8着 

 
☆九州中学校体育大会の結果☆ 

 
□水 泳 
○大平奏羽：女子１００ｍバタフライ 第５位入賞 

女子５０ｍ自由形 第５位入賞  
 
○山添心美：女子２００ｍバタフライ 予選惜敗 

 
□女子バドミントン 
◆女子団体戦  
○１回戦  ０－３ WINNER（熊本県） 惜敗 

 
◆女子個人戦ダブルス：中間梓巴・浦ゆりあペア  
○１回戦  ０―２ B－monstar（鹿児島県） 惜敗 

 
□硬式テニス  
◆個人戦女子シングルス：山髙心豊 
○１回戦 ６―４ 宮﨑健代表 勝利   
○２回戦 ２―６ 福岡県代表 惜敗   
 

※篠原 穂さんが本日、陸上競技 3年女子８００ｍに出場中
です。結果が分かり次第、ＨＰ等でお伝えします。 
 
 
保護者様 

暑い中、三者面談で来校いただきありが

とうございました。実りのある話ができた

と先生方も喜んでいます。夏休みも残り半

分となりました。学校でも健全で、充実し

た夏休みになるように指導をいたします

が、ご家庭でも引き続き水の事故や交通事故等に気を付け

るよう、お子様にお声かけの程よろしくお願いいたします。 

保護者の皆様もお身体を十分にご自愛ください。 

全力で躍動しました！お疲れ様！ 



 


